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昨年 3 月 11 日 14 時 46 分に東北地方太平洋沖地震が発生し、それをきっかけとして福島第

１原発事故がはじまった。福島第１原発では、国の安全審査において想定する必要がないとさ

れてきた“長時間に渡る全交流電源喪失”が起き、全６基の原子炉のうち、地震当時運転中で

あった１～３号機のいずれにおいても原子炉のメルトダウン（炉心溶融）、メルトスルー（原子

炉容器溶融貫通）が生じた。その結果、１号機で 3 月 12 日午後、３号機で 3 月 14 日午前に原

子炉建屋の天井で水素爆発が発生し、3 月 15 日の未明には 2 号機の格納容器破壊が生じた。日

本政府は 3 月 11 日 19 時 03 分に原子力緊急事態を宣言し、3 月 12 日の夕方には原発周辺 20km

圏からの避難指示を出し、3 月 15 日の午前 11 時には 30km 圏の屋内退避を指示した。 

3 月 15 日に２号機格納容器破損が報じられた段階で筆者は、“福島事故はチェルノブイリ事

故と同じ規模の事故になった”と判断した。その理由は、メルトダウンを起こした原子炉で格

納容器が破壊されると、“大量の放射能が遮るもの無く環境へ放出される”という原発で起こり

うる最悪の事態を免れないからである。ところが、当時の政府の判断では、福島事故の規模は

“JCO 臨界事故”と同じレベルにとどまっており、チェルノブイリ事故と同等のレベルと認め

たのは 4 月 18 日のことであった。 

昨年の３月には、筆者に理解できないことが多々あったが、そのひとつは福島第一原発周辺

の放射能汚染データがまったく発表されないことだった。マスコミで報道されたのは、福島第

１原発の敷地境界での放射線量値だけで、周辺 20km に渡って人々が避難したのに、そこでの

放射線量や放射能汚染のデータが全く出てこなかった。そうした中で、インターネットを通じ

て、独立系ジャーナリストらが 20km 圏内に入って測定すると計器が振り切れたという情報が

流れて来た。“（政府の）連中、今回は隠す気だな！”というのが当時の筆者の偽らざる心境で

あった。日本の原子力防災体制の基本になっているのは、原子力災害対策特別措置法であり、

1999 年の東海村 JCO 臨界事故を踏まえて作られた法律である。この法律の制定当時、『JCO

事故ではバラバラに情報が発信されて混乱した。次に事故が起きたときにはオフサイトセンタ

ーに情報を集中し一元的に公表する』という当局談話があり、『下手をすると、次は情報統制だ

な』と思ったことが頭の隅に残っていたからである。 

さまざまな情報を総合すると、福島第一原発周辺で高濃度の放射能汚染地域があることは確

かであった。3 月 23 日になって、（20km 圏外のモニタリングを担当していた）文科省が、飯舘

村の土壌から 1kg 当たり 16 万 3000Bq のセシウム 137 を検出したと発表した。（この濃度が、

地表深さ 2cm に均一に分布し、その比重を１とすると）１平方ｍ当り 326 万 Bq という、チェ

ルノブイリ事故の移住対象基準の約 6 倍の汚染に相当した。とにかく、自分達で出かけて放射

線量を測定し汚染土壌をサンプリングし、飯舘村の放射能汚染状況を調べてみることにした。 

本報告では、この１年半の調査活動と、この度、環境省の公募研究で採択された『福島第１

原発事故による飯舘村住民の初期被曝放射線量評価に関する研究』の概要について紹介する。 



＜資料＞ 

放射能汚染調査チーム（までいなの家） 

2011 年 3 月 29 日 

長泥曲田、30 マイクロシーベルト/時
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3 月 29 日の放射線量測定点（左）と測定結果の等放射線量図（右）．測定器はアロカ

PDR-101 で、ワゴン車内での測定値．単位：マイクロシーベルト/時． 
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モニタリングポスト測定値

までいなの家の花壇での地上１ｍの放射線量の測定値（3 月 29 日）と土壌中放射能密度に基

づく計算値、ならびに役場横のモニタリングポスト測定値の比較．沈着は 3 月 15 日． 

長泥曲田の地上１ｍ積算空間線量への各沈着放射能の寄与．沈着は３月 15 日． 

飯舘村とキエフ市の汚染の比較 

 土壌の汚染密度, ベクレル/m2 

 セシウム 137 ストロンチウム 90 プルトニウム 239,240

＜飯舘村:北西 30-40km＞  

その１ 1,000,000 390* 0.01** 
その２ 590,000 300* 0.07** 
その３ 2,200,000 790* 0.2** 

＜キエフ市：南 110km  Garger ら Health Physics 1996＞ 

市内６カ所平均 25,000 5,800 160 

＊ （財）九州環境管理協会に測定を依頼．核実験降下物を含む 

**山本（金沢大）による測定．Pu-238 との比から核実験降下物分を差し引いた値． 




